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４
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
４
月
23
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

新書　宮城　康湖　鋒先の弾力を自
在に駆使した太細ある線は切れが
良く気勢にあふれている。変化と
巧まざる構成が魅力ある作。
	 （審査評　二宮　桂秀）

【かな半紙】

清苑　亀川　清苑　墨色美しく、一
本一本の線にふくらみがあり柔ら
かく暖かみのある作品に纏めた。
「わが身」の行脚での含墨も良し。
「せし万二」の布置に一考を求める。
	 （審査評　岩浪　春鳥）

【漢字半紙】

宮城　阿部　絹子　「雲煙飛動」多彩
な線を緩急自在に駆使し、各文字
が生き生きと躍動し力強い。特に
「竈」が出色。落款も良。
	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】
神
奈
　
真
藤
　
可
穂
　
潤
渇
、
文
字
の
大
小
、
疎
密
、
行
間
の
余
白
、
墨
色
の
美
し
さ
、
落
款
の
位
置
な
ど
、

す
べ
て
の
点
に
お
い
て
留
意
さ
れ
、
変
化
と
統
一
の
あ
る
品
致
あ
る
作
。	

	

︵
審
査
評
　
東
仲
　
遙
邨
︶

【かな条幅】
小
諸
　
鈴
木
真
理
子
　
墨
色
の
変
化
が
立
体
感
を
生
み
、
歌
中
の
霞
と
花
桜
の
景
色
が
思
い
浮
か
ぶ
か
の
よ

う
。
自
然
な
書
き
ぶ
り
で
、
結
句
を
お
洒
落
に
ま
と
め
た
清
々
し
い
作
。	

	

︵
審
査
評
　
川
島
　
史
子
︶

【漢字条幅】
松
　
角
田
　
茅
水
　
連
綿
し
な
い
行
草
体
に
線
条
の
太
細
の
変
化
を
も
た
せ
た
無
理
の
な
い
作
品
で
あ
る
。

観
る
人
の
足
を
停
め
さ
せ
る
気
持
ち
の
良
い
秀
作
。

︵
審
査
評
　
永
井
　
香
樹
︶
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今月の優秀作品漢 字 半 紙
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今月の優秀作品 漢 字 半 紙
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今月の優秀作品漢 字 半 紙
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今月の優秀作品 か な 半 紙
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今月の優秀作品か な 半 紙
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今月の優秀作品 か な 半 紙
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今月の優秀作品新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品 新 和 様 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

38

今月の優秀作品新 和 様 半 紙
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今月の優秀作品 漢 字 条 幅

　
　
新
書
　  

小
柳
　
浩
美

　
　
桃
林
　  

斎
藤
　
江
葉

　
　
プ
ラ
　  

高
橋
久
美
子

　
　
書
学
　  

久
間
砂
登
美

　
　
水
茎
　  

松
井
み
ゆ
き

　
　
栗
丘
　  

中
山
　
知
翔

　
　
書
学
　  

吉
田
　
裕
子

　
　
紅
彣
　  

髙
　
な
な
み

　
　
九
書
　  

井
上
　
恵
子

　
　
書
学
　  
宗
像
　
陽
子

　
　
長
倉
　  

阿
部
　
宏
美

　
　
書
学
　  

細
川
　
美
帆

　
　
書
学
　  

阿
部
　
文
江

　
　
和
同
　  

吉
田
　
明
子

　
　
湘
花
　  

高
橋
　
佳
子

　
　
梧
星
　  

岡
本
　
恵
泉

　
　
国
寺
　  

坂
本
　
琉
維

　
　
書
学
　  

林
　
実
千
子

　
　
大
井
　  

髙
橋
千
賀
子

　
　
山
室
　  
伊
東
実
佑
菜

　
　
高
尾
　  

伊
東
　
佳
代
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今月の優秀作品か な 条 幅

　
　
松
飛
　  

鹿
毛
　
艸
雨

　
　
書
学
　  

奥
島
　
彩
舟

　
　
栄
　  

山
田
　
青
楓

　
　
シ
ョ
　  

俵
木
　
郁
子

　
　
月
倫
　  

清
水
　
君
子

　
　
水
茎
　  

布
川
裕
美
子

　
　
永
岳
　  

岡
部
　
瑛
心

　
　
永
岳
　  

永
田
　
千
夏

　
　
水
茎
　  

源
　
　
貴
美

　
　
書
学
　  
槻
木
　
新
二

　
　
兵
庫
　  

谷
垣
　
昌
代

　
　
書
学
　  

林
　
　
友
紀

　
　
Ｍ
Ｍ
　  

千
葉
　
怜
華

　
　
安
土
　  

松
尾
　
安
樹

　
　
柏
華
　  

横
田
　
眞
智

　
　
沙
扇
　  

小
池
　
真
実

　
　
有
彣
　  

池
田
有
紀
子

　
　
書
学
　  

葛
西
　
志
保

　
　
書
学
　  

平
山
　
日
向

　
　
桜
塚
　  
田
中
　
久
恵

　
　
五
香
　  

寒
河
江
保
恵
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今月の優秀作品 新 和 様 条 幅

　
　
宮
城
　  

阿
部
　
絹
子

　
　
仙
水
　  

天
艸
久
美
子

　
　
新
書
　  

大
島
　
　
薫

　
　
小
沼
　  

大
塚
　
恵
一

　
　
一
葉
　  

村
礒
　
輝
子

　
　
大
藤
　  

鈴
木
　
白
藍

　
　
九
書
　  

井
上
　
恵
子

　
　
大
森
　  

谷
　
　
拓
弥

　
　
伊
賀
　  

岡
田
　
宏
美

　
　
水
茎
　  
河
合
美
由
紀

　
　
書
学
　  

笠
原
　
玉
蘭

　
　
書
学
　  

川
窪
　
雪
子

　
　
書
学
　  

大
野
真
理
子

　
　
魚
占
　  

依
田
　
宏
昭

　
　
書
学
　  

佐
野
　
和
代

　
　
紅
彣
　  

児
玉
　
久
容

　
　
香
竹
　  

天
笠
利
衣
子

　
　
九
書
　  

仲
山
由
紀
子

　
　
書
学
　  

谷
口
　
清
人

　
　
森
野
　  
青
木
　
　
努

　
　
三
花
　  

篠
原
　
美
佳
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今月の優秀作品実 用 書
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今月の優秀作品 細 字

西宮　  中島　美幸

秀仙　  鏑木　恵美

書学　  渡　　東美

ちば　  吉村　まさ子

ＲＵ　  K・ビクトリア

書学　  藤井　顕子

書学　  濱田　愉子

埼玉　  竹内　大貴

大船　  青木　弥生
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今月の優秀作品篆 刻 ・ 一 字 書審査評

随
意	

（
さ
）

審
査
評
￨
立
川
　
井
梧

詩
情
や
筆
遣
ひ
の
極
意
を
知
る
平
が
な
表
現

規
定	

（
密
）

審
査
評
￨
立
川
　
井
梧

書
美
の
真
髄
を
求
め
る
漢
字
の
一
字
書

審
査
評
￨
秋
山
　
凌
雲

規
定	

「
紙
短
情
長
」

随
意
「
誠
敬
」

美
浜
　
田
中
　
伸
明
　
遠
近
法
の
手
法
を
用
い

て
、
線
質
は
清
ら
か
で
気
品
髙
い
。
蔵
鋒
で

筆
先
を
沈
め
た
線
と
一
瞬
の
速
度
の
筆
遣
い

が
見
事
な
表
情
を
見
せ
て
い
る
。

宮
城
　
武
田
　
清
流
　
素
直
な
造
型
に
筆
勢
と

沈
着
性
の
筆
路
が
自
在
に
表
現
さ
れ
た
。
二

画
目
と
三
画
目
の
余
白
と
全
体
の
白
が
輝
く
。

押
印
位
置
７
㎝
程
左
へ
。

水
茎
　
山
㟢
ミ
ユ
キ
　
剛
健
的
な
筆
致
を
見
せ

て
、
線
情
に
変
化
多
様
な
線
の
表
現
に
相

ま
っ
て
、
最
終
画
反
り
返
り
は
ユ
ニ
ー
ク
で

好
感
す
る
。

九
書
　
山
内
　
静
香
　
左
の
原
字
の
骨
格
を
思

い
感
じ
る
。
運
筆
は
超
特
急
な
れ
ど
、
線
の

太
細
を
軽
妙
な
筆
遣
い
で
書
き
上
げ
た
手
腕

は
確
か
だ
。

書
学
　
藤
森
　
泰
明
　
如
何
に
余
白
を
明
る
く

お
面
白
く
す
る
か
。
考
案
さ
れ
た
造
型
は
、

工
夫
と
実
践
の
積
み
重
ね
の
成
果
だ
と
実
感

し
た
。
右
寄
せ
の
字
形
に
横
線
と
山
は
印
象

深
い
。

書
学
　
櫻
井
真
知
子
　
大
胆
な
筆
勢
と
表
現
力

は
生
動
し
て
圧
巻
さ
れ
る
。
や
や
等
筆
圧
な

が
ら
も
線
は
流
動
自
在
で
あ
る
。
山
の
位
置

表
現
力
は
美
事
で
あ
る
。

伊
賀
　
山
田
　
善
永
　
草
書
体
で
自
然
に
表
現

し
筆
脈
一
貫
、
軽
妙
な
筆
鋒
の
動
き
は
明
快

で
安
定
し
て
い
る
。
運
筆
に
緩
急
の
変
化
を

与
え
た
な
ら
更
に
引
き
立
て
る
の
で
は
。

采
女
　
熊
野
　
素
心
　
ウ
冠
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

で
躍
動
の
表
情
。「

」
は
字
画
に
密
度
あ

る
重
量
感
の
味
わ
い
だ
が
、
や
や
含
墨
過
多

か
。
左
側
の
余
白
と
押
印
は
効
果
高
め
た
。

島
田 

田
村
　
　
潔

金
文
を
手
慣
れ
た
刀
法
で
刻
し

た
秀
作
。章
法
に
優
れ
、疎
密
の

対
比
が
鮮
や
か
。線
も
伸
び
や
か

な
為
印
面
に
明
る
さ
が
あ
る
。

新
書 

宮
城
　
康
湖

金
文
を
題
材
に
強
靭
な
線
質
と

確
か
な
運
刀
で
刻
さ
れ
た
一
顆
。

内
輪
郭
に
よ
る
縁
取
り
が
作
品

を
引
き
締
め
、
力
強
い
線
質
と

調
和
し
て
い
る
。

書
学 

金
子
　
一
彦

力
強
く
重
厚
で
堂
々
た
る
漠
印

風
白
文
印
。
一
刀
一
刀
に
心
が

こ
も
る
線
質
で
味
わ
い
深
い
作

で
あ
る
。

書
学 

嬉
野
満
利
子

縦
長
の
空
間
に
巧
み
に
布
字
し

て
い
る
。
自
在
な
線
の
強
弱
で

立
体
感
と
奥
行
き
が
生
じ
、
古

雅
な
趣
の
あ
る
作
と
な
っ
た
。


